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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
ま
で
は
、「
国
の
審
議
状
況
」
と
し

て
、
中
央
新
幹
線
小
委
員
会
（
以
下
小
委

員
会
）
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
今
月
は
、
リ
ニ
ア
の
環
境
面

や
技
術
面
で
の
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

中
央
新
幹
線
で
採
用
さ
れ
る
見
込
み
の

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
（
リ
ニ
ア
）
は
、

従
来
の
車
輪
で
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
新
幹

線
な
ど
の
鉄
道
と
は
違
い
、
超
電
導
に
よ

り
車
両
が
地
上
か
ら
約　

㎝
浮
き
上
が
っ
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て
走
行
す
る
全
く
新
し
い
輸
送
シ
ス
テ
ム

で
す
。
車
両
が
浮
き
上
が
り
レ
ー
ル
と
接

し
な
い
た
め
摩
擦
抵
抗
が
無
く
、
時
速
５

０
０
㎞
で
の
高
速
走
行
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
く
新
し
い
輸
送
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
た
め
、
様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
山
梨
実
験
線
で
の
試
験
走
行
や
各
種

検
討
が
重
ね
ら
れ
、
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
リ
ニ
ア
に
関
す
る
技
術
に

つ
い
て
は
、
国
の
超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄

道
実
用
技
術
評
価
委
員
会
に
お
い
て
平
成

　

年
７
月
、「
超
高
速
大
量
輸
送
シ
ス
テ
ム

21と
し
て
運
用
面
も
含
め
た
実
用
化
の
技
術

の
確
立
の
見
通
し
が
得
ら
れ
て
お
り
、
営

業
線
に
必
要
と
な
る
技
術
が
網
羅
的
、
体

系
的
に
整
備
さ
れ
、
今
後
詳
細
な
営
業
線

仕
様
お
よ
び
技
術
基
準
な
ど
の
策
定
を
具

体
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
」

と
の
評
価
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
、
航
空
機
と
比

べ 

の
排
出
量
が
少
な
く
地
球
に
や
さ
し

い
新
時
代
の
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
は
、
以

前
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
（
広
報
な
か

つ
が
わ
Ｈ　

・
５
月
号　

頁
）、騒
音
や
振
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動
、
電
磁
波
な
ど
に
つ
い
て
も
検
証
さ
れ
、

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

算 
騒 

音

　

騒
音
に
つ
い
て
は
、

居
住
地
域
で
は　

デ
シ

70

ベ
ル
以
下
と
新
幹
線
と

同
様
の
環
境
基
準
が
適

用
さ
れ
、
山
梨
実
験
線

の
明
か
り
フ
ー
ド
区
間

で
４
両
編
成
の
試
験
車

が
時
速
５
０
０
㎞
で
走

行
し
た
際
の
実
測
値
は
、

約　

・
５
デ
シ
ベ
ル
で
し
た
。
こ
れ
を　
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両
編
成
に
置
き
換
え
た
予
測
値
は
、
約　
70

デ
シ
ベ
ル
で
、
基
準
値
内
と
見
込
ま
れ
、

騒
音
対
策
の
必
要
な
明
か
り
区
間（
※
１
）

に
は
明
か
り
フ
ー
ド
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、　

デ
シ
ベ
ル
以
内
が
達
成
可
能
で
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あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

算 
微
気
圧
波
・
空
気
振
動

　

微
気
圧
波
と
は
、
高
速
で
走
行
中
の
鉄

道
車
両
が
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
突
入
し
た
際

に
空
気
の
圧
縮
波
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
が

音
速
で
前
方
に
伝
わ
る
際
に
ト
ン
ネ
ル
内

の
拡
散
で
き
な
い
空
気

の
抵
抗
に
よ
っ
て
圧
縮

強
調
さ
れ
て
衝
撃
波
の

よ
う
に
な
り
、
ト
ン
ネ

ル
出
口
で
解
放
さ
れ
た

と
き
に
出
口
側
で
大
き

な
発
破
音
や
振
動
を
発

生
さ
せ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。
高
速
で
長

大
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
に
お
い
て
も
、
新
幹
線
と
同
様
の
基

準
値
が
設
定
さ
れ
、
必
要
な
箇
所
に
は
緩

衝
工
や
明
か
り
フ
ー
ド
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
達
成
で
き
、
実
用
化
に
必
要
な
技

術
の
確
立
の
見
通
し
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

算 
沿
線
磁
界
・
車
内
磁
界

　

超
電
導
リ
ニ
ア
で
の
磁
界
の

基
準
値
梢案
 

は
、
国
際
非
電
離
放

射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ｐ
）
が
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
見
解
に
従
い
、
磁
界

に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
に
関
す

る
予
防
的
な
観
点
か
ら
定
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
て
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
車
内
へ
の

対
策
と
し
て
車
体
の
外
側
の
板
の
中
に
鉄

の
磁
気
シ
ー
ル
ド
が
張
ら
れ
、
沿
線
対
策

と
し
て
は
、
用
地
境
界
で
基
準
値
梢案
 

以
下

と
な
る
よ
う
に
用
地
を
確
保
し
、
駅
に
つ

い
て
は
、
乗
車
用
の
ブ
リ
ッ
ジ
や
ホ
ー
ム

の
際
の
部
分
も
す
べ
て
シ
ー
ル
ド
が
施
さ

れ
、
基
準
値
梢案
 

内
と
な
り
ま
す
。

　

測
定
デ
ー
タ
は
、
沿
線
磁
界
（
測
定
点

們
高
架
下
８
ｍ
位
置
）
で
は
、
静
磁
界
は

基
準
値
梢案
 

の　

％
、
変
動
磁
界
は
同
３
％

０.０６

程
度
で
、
車
内
磁
界
（
測
定
点
們
客
室

内
）
で
は
、
静
磁
界
は
同　

％
、
変
動
磁

０.９

界
は
同　

％
程
度
で
あ
り
、
十
分
に
低
い
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レ
ベ
ル
に
低
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
そ
の
高
速
性

を
活
か
す
た
め
直
線
的
に
結
ば
れ
、
都
市

部
で
は
大
深
度
地
下
（
※
２
）
ト
ン
ネ
ル
、

山
間
部
で
は
山
岳
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
る

計
画
で
す
。

　

小
委
員
会
で
採
択
が
適
当
と
本
命
視
さ

れ
て
い
る
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
で
は
、
３

千
ｍ
級
の
山
の
下
を
通
過
す
る
た
め
、
全

長　

㎞
も
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を
造
ら
な
け

20
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
そ
の
土
か

ぶ
り
は
１
千
４
０
０
ｍ
に
も
な
り
、
強
大

な
地
圧
へ
の
対
策
が
必
要
と
な
る
な
ど
難

工
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
上
越
新
幹
線

の
大
清
水
ト
ン
ネ
ル
（
長
さ　

・
２
㎞
、

22

土
か
ぶ
り
１
千
３
０
０
ｍ
）
が
同
規
模
で
、

そ
の
施
工
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
路
線
建

設
は
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
多
く
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
が

様
々
な
工
法
に
よ
り
造
ら
れ
た
実
績
が
あ

り
、
そ
の
長
さ
や
土
質
、
地
圧
、
湧
水
の

有
無
な
ど
、
そ
の
性
質
に
合
わ
せ
た
最
適

な
工
法
を
選
択
す
れ
ば
路
線
建
設
が
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
火
災
時
に
は
、

車
両
は
、
原
則
と
し
て
次
の
停
車
場
ま
た

は
ト
ン
ネ
ル
の
外
ま
で
走
行
し
ま
す
が
、

万
一
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
途
中
で
停
止
し
た

場
合
の
対
応
と
し
て
、
乗
客
は
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
ガ
イ
ド
ウ
ェ
ー
下
部
の
防
火
戸
に

よ
り
煙
の
侵
入
が
防
が
れ
た
避
難
通
路
か

ら
最
寄
り
の
立
抗
（
給
気
抗
）
を
経
て
地

上
に
避
難
す
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

長
大
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
も
施
工
か
ら
実

用
時
ま
で
様
々
な
安
全
対
策
が
計
ら
れ
て

い
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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技
術
的
評
価

 
環
境
対
策

緩衝工：車両がトンネルに
突入した際の出口側から発
生する微気圧波を低減

ＩＣＮＩＲＰのガイドライン
40mT以下静磁界沿線磁界

車内磁界 44mT/s以下変動磁界

 
長
大
ト
ン
ネ
ル

※１　トンネル以外の区間
※２　少なくとも40ｍより深い地下のこと。
　　　大深度地下を有効に活用し、公共の利益となる事業が円滑に実施されるよう「大深度地下の
　　　公共的使用に関する特別措置法」が制定され、３大都市圏の一部区域が指定されています。

明かりフード：半円形のフードで路線を覆う

kouhou
タイプライターテキスト
単位：mt（ミリテスラ）




